
 
地域密着型金融の取組事例 2010年 10月 

子育て応援定期積金（千葉県）JAバンク千葉 

タイトル 子育て応援定期積金  

JA名 JAバンク千葉（千葉県） 

1 動機 

（経緯） 

少子化が進展するなかで、地域の子育て世帯を金融面から支援し、地域貢献を

図ることを目的として、入学シーズンにあわせた 4 月から 5 月に限定し、子育て

応援定期積金の取扱いを行いました。 

 

2 概要 原則、18歳未満のお子様をお 1人以上養育されている扶養者でかつその扶養者

とそのお子様との住所が同一である世帯の方を対象に、平成 21 年 4 月および 5

月を販売期間として、金利を上乗せした定期積金を取扱いするとともに、粗品（再

生紙キッチンペーパー30 枚入り＆スライドジッパー5 枚入り）を進呈いたしまし

た。 

 なお、詳細な商品性（上乗金利や対象となる世帯等）は、JAにより異なってお

ります。 

 

3 成果 

（効果） 

 県下 17JA（一部 JA では取扱なし）が子育て応援定積を販売した結果、合計で

1,332件 総契約額 1,480百万円の取扱いとなりました。 

 

4  今後の

予定（課題） 

 平成 20 年度より期間限定商品として取扱いを行っておりますが、平成 22 年度

も地域の子育て支援に向けて取扱いを継続しております。 

 

 

 


